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防草ブロック工法および施工実績資料

防草ブロック工業会

●本技術は学術見地からみて定説とされている、自然の摂理を利用。

●防草の為の資材は一切使用しないから、環境負荷もなく理想的。

●従来のコンクリート製品と価格は同等、施工も安心。

●メンテナンスも不要、維持作業も縮減され経済効果が高い。

●景観維持と雑草による花粉症も軽減され安心。



・屈光性の有効角度実証と防草理論 P-6
・経済比較　　（ 草刈除草費用 ） P-7
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P-9　　　　　生物機能開発利用研究ｾﾝﾀｰ　北野英己 教授・防草技術に対するコメント P-8　　　　　国立大学法人名古屋大学
・施工手順　　(歩車境界ブロック)

・施工不良　　(断面図と事例) P-10
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自然の摂理を利用

防草ブロックと工法●光合成植物の雑草は屈光性、太陽に向かって上と横に伸びますが下向きには伸びない性質。
太陽と地球の自然な関係を考えた地球に優しい

この性質を利用して････構造物と構築物の接着面、すなわち目地となる部分を下向きに曲げ誘導路とし伸びてきた草の芽を強制的に下向きにする事で草は下向きには成長できなくなります。ここで芽の成長は自然に止まります。

雑草は

ココで下向きにされることで

自ら生長を止めてしまいます。


